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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年11月28日(2018.11.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
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　「ヘテロ環」（または「ヘテロシクロアルキル」または「ヘテロシクリル」）とは、非
芳香族性飽和単環式または多環式環系を意味し、これは、３～１０個の環原子（例えば、
３～７個の環原子）、または５～１０個の環原子を含み、ここで、その環系内の原子の１
個またはそれ以上は、炭素以外の元素（例えば、窒素、酸素または硫黄）の単独またはそ
の組合せである。この環系には、隣接した酸素原子および／または硫黄原子は存在しない
。好ましいヘテロ環またはヘテロシクリルアルキルの例としては、５～６個の環原子を有
する環が挙げられる。そのヘテロ環またはヘテロシクリルアルキル骨格名の前のアザ、オ
キサまたはチアとの接頭語は、環原子として、少なくとも、窒素原子、酸素原子または硫
黄原子がそれぞれ存在していることを意味する。ヘテロ環またはヘテロシクリルアルキル
の窒素原子または硫黄原子は、必要に応じて、対応するＮ－オキシド、Ｓ－オキシドまた
はＳ，Ｓ－ジオキシドに酸化され得る。窒素原子は所望により４級化され得る。単環式ヘ
テロ環またはヘテロシクリルアルキル環の非限定的な例としては、ピペリジル、ピロリジ
ニル、ピペラジニル、モルホリニル、チオモルホリニル、チアゾリジニル、１，３－ジオ
キソラニル、１，４－ジオキサニル、テトラヒドロフラニル、テトラヒドロチオフェン－
イルおよびテトラヒドロチオピラニルが挙げられる。ヘテロシクリルは、非置換または置
換であり得る。一態様において、ヘテロシクリルは、非置換である。他の態様において、
ヘテロシクリルは、置換である。置換ヘテロシクリル環は、１個の置換基、１－２個の置
換基、１－３個の置換基、または１－４個の置換基等で置換されていてよい。一態様にお
いて、ヘテロシクリル環上に存在し得る置換基は、アシル（－Ｃ（Ｏ）－Ｒ）、アルコキ
シ（－Ｏ－Ｒ）、アルキル、アリール、アルキルアミノ（－Ｎ（Ｈ）－Ｒおよび－Ｎ（Ｒ
）Ｒ）、アルキルチオ（－Ｓ－Ｒ）、アミノ（－ＮＨ２）、アジド（－Ｎ３）、ボロニル
（－Ｂ（Ｒ）Ｒまたは－Ｂ（ＯＨ）２または－Ｂ（ＯＲ）２）、カルボキシ（－Ｃ（Ｏ）
－ＯＨ）、アルコキシカルボニル（－Ｃ（Ｏ）－ＯＲ）、アミノカルボニル（－Ｃ（Ｏ）
－ＮＨ２）、アミノスルホニル（－Ｓ（Ｏ）２－ＮＨ２）、アルキルアミノカルボニル（
－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）Ｒおよび－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ）Ｒ）、シアノ、ハロ（フルオロ、ブ
ロモ、クロロ、ヨード）、ハロアルキル、ハロアルコキシ、ヘテロシクリル、ヘテロアル
キル、ヒドロキシル（－ＯＨ）、アシルオキシ（－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ）、ケトン（－Ｃ（
Ｏ）－Ｒ）、置換ハロメチルケトン（－Ｃ（Ｏ）－ＣＨｍＸｎ、式中、ｍ＋ｎ＝３、Ｘ＝
Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒである）、メルカプト（－ＳＨおよび－Ｓ－Ｒ）、ならびにニトロ（－Ｎ
Ｏ２）より選択される。一面において、ヘテロ環式環に結合する置換基または該置換基の
一部であるＲ基は、約１２個未満の炭素を有するアルキル基であり、他の面において、Ｒ
基は、低級アルキル基である。
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